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緒　　言

近年また食粗危機がさけばれているが，日本ではその

食題の多くを外国からの輸入にたよっている現況にある

なかで，米だけは自給可能なものとされているp主食と

いえば米を連想するほど日本人にはもっとも中心的な食

物でありながら、食生活の多様化などにより最近その消

費量が低下の懐向にあり余剰米のあることが社会問題に
ユ）

なっている。然しそれは他の食品が現在のように他国

から輸入出来ることが前提になっており，将来の日本の

食横間題を考えるときやはり米を主体にした食事の組み

立てを検討しておくことは必要不可欠のことと考えられ

る。米の欠点の1つはタソバク質含有量が少なく，他にタ

ソ′くク質の補給を求めなければならぬことである。古く

より米そのものの栄養価について検討した報告は多くあ
2）

るが，米を主体にした食事において他の食品や穫々の栄

養素源との組み合わせによる栄養価，即ち米を利用して

合理的な食事を作成するにはどうしたらよいかの研究

は，献立の工夫などの実用面では検討されて来ている

が，その効果の袈づけまでの検討は不足のアミノ酸の補
3）

足試験などはかなりされているものの，そのほかはあま

りなされてこなかった様である。

今回タソバク質含有率が50％以上もあり，米と組み合

わせてよく利用されている愈々の植物性並びに動物性タ

ソバク質源と，タソバク質含有量は多いのにもかかわら

ず，米と組み合わせるタソノミク質源として注目されない

でいる幾つかのタソバク質源をとりあげ，それらを米と

組み合わせて食べることによって確かに栄頚効果をもた

らすのかどうか，即ちそれらのタソバク質源としての利

用価値や米との組み合わせによってもたらされる栄養効

果などを，白ネズミを用いて検討し，若干の知見を得た

のでその結果を報告する。

飼料及び爽験方法

（1）今回検討した試料としては，白米は市販の標準米を

粉砕して用いた。タソバク質源としては植物性・動物

性タソバク質とも，その食品としての一敗的形状（乾

煉晶）においてタソバク質含有量がはば50％，乃至は
4）

それ以上であり量的な見地から考えてタソ′くク質供給

源としてその活用を期待してよいと思われた第1表に

示したものをとりあげた

第1表　タンパク質供給源

タンパク質
備　　　　　　　考

凍　豆　腐

ク　ロ　レ　ラ

乾燥酵母
人　造　肉

にぽし（煮干）

さ　な　ぎ

い　な　ご

す　る　め

千　　　　厩

干えび（さく
らえび）
花　か　つ　お

みすず豆腐㈱製粉宋晶
クロレラ工業㈱製クロレラ
キソダ
ニビオス薬品㈱

味の素㈱製アジプロソT

市販品を粉砕して用いる

丸干さなぎを粉砕して用いる

乾燥品を粉砕して用いる

市販品を細断して用いる

市販品を細かくほぐして用いる

市販品を粉砕して用いる

市販品を粉砕して用いる

対照食のタソバク質源としては，ミルクカゼイソ

第2表　試験飼料の組成

飼料名白米ぞ言う芳蒜大豆油臓塩ざ；孟夏

翳ゼ乳謹65　619
凍豆腐食65　　0　　30

クロレラ食65　　0　　30

酵　母　食65　　0　　35

人造肉食65　　0　　32

煮　干　食65

さなぎ食65

いなご食65

するめ食65

千だら食65

干えび食65

花かつお食65

白　米　食90

3　　　22

0　　　28

2　　　23

0　　　26

0　　　31

0　　　32

4　　　21

0　　　　0
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（和光純薬製）を用いた。ほかに共通に脂肪源として

大豆油，無機塩焼としてマツカラム軋185塩、ピタミ

ソ源としてパソピタソ末（武田薬品製）を用いた。

飼料鮭成ほ第2表の様である。飼料中のタソバク質

の比率は白米中の分と組み合わせたタソバク質源より

の分を合わせて20％になる様にタソ／くク質源の使用量

を調整した。

（2）実験に用いた動物は，近親交配によって得たWist一　　　体

er系自ネズミ（ラット）の雌であり，離乳後3～5週　　査

問で体重50～60g前後を用い3頭を一群とした。　　　（g）

（3）飼育条件は室温20′）250C，湿度60％前後の室内で，

金網鯖を用いて一頭飼いで28日（4週間）飼育した。

飼料給与畳は飼育開始直後は一頭1日10gとし一　体重

の増加並びに摂取量の増加にともない適宜増量した。

水は水道水を自由に摂取させた。

囲　3日毎に体重を測定した。また飼料の摂取残量を毎

日榔定し，それをもとに飼育期間中の総摂取丑を算出

した。そしてそれらの資料を用いて体重増加量（率），

飼料効率，タソバク質効率を算出し，それらの値より

栄養価を評価した。

突験結果及び考察

白米に種々のタソバク質源を組み合わせた各飼料で飼

育した白ネズミの体重増加曲線を第1囲～第4図に示

し，飼料効乳並びにタソバク質効率を第3蓑に示した。

第1回　成長曲線－1

初3　6　9121518212427（別
口　　　　　飼育日数

、第2回　成戊曲線－2

初3　6　9121518212427（日）

日　　　　　飼育日数

初3　6　9121518212427（即

日　　　　　　飼育日数
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第4回　成長曲線－4

初3　6　91215・18212427（日）

日　　　　　鋼市日数

第3表　体重増加量　飼料効率　タソバク質効率

飼料名　体重増加量（g）飼料効率タソバク質効率

（習ゼ警ソ貪）128・0士11・10・381士0・0291・906士0・144

凍豆腐食130．3士17．00．392士0．0301．962士0．145

クロ　レラ食107．3士11．00．349士0．0201．748土0．096

酵　母　食111．3士4．00．351士0．0121．728士0．039

譜雪嶺7118・7土3・80・359士0・0111・801士0・052

煮　干　食117．3土9．50．358士0．0231．788士0．115

さ　な　ぎ食138．5士11．50．404士0．0082．023士0．049

い　な　ご食117．5土11．10．362土0．0071．804士0．039

す　る　め食　84．9士3．10．333士0．0151．470士0．077

千だ　ら　食103．9土7．10．353士0．0051．768士0．030

干え　び食113．2士13．50．382士0．0371．914士0．185

花かつを食137．3土4．00．400土0．0322．001士0．159

白　米　食　28．3士5．90．119士0．0162．118士0．286

※　二楳準偏差

見られる様に，体重増加曲線，体重増加量，飼料効

率，タンパク質効率とも今回用いたタソバク質源は植物

性・動物性共に白米との組み合わせでかなりの栄養効果

が期待出来る結果となっている。

今回の結果からみると特に凍豆腐・さなぎ・花かつお

を組み合わせた飼料によって飼育した自ネズミの成長状

態が対照をややしのいでいる。そのほか動物性タソ′くク

質源である煮干（いわし）・いなご・干えび（さくらえ

び）などが対照とほぼ同じ栄養効果を示しており，また

植物性のクロレラ・酵母などを組み合わせた飼料でも対

照にほぼ近い栄養効果となっている。

それらに比較して千だら（磨）・するめ（イカ）を組

み合わせた飼料がやや劣る結果となっている。その原因

は，千だら・するめとも試料を完全に粉末状にすること

が出来ず，切片状で飼料に混入したことと，特にするめ

の場合は墜かったこともあり，食べ残した飼料を調べて

みるとするめの切片が多く食べ残されており，結果的

に実際に摂取された飼料中のタンパク質含有量はほぼ

11．2％くらいであり，他の飼料に比してタソバク質の供

給量が少なかったことが主因であると思われる。

飼料中のタソバク質含有量11．2％としてタソバク質効

率を計算してみると2．986士0．157となることからも，す

るめも与え方を工夫すれば栄養効果があがることが十分

予想される。

この点については飼料の調製法を工夫して追試したい

と考えている。

その点を除けば今回とりあげた各タソバク質源は実験

結果からみて白米との組み合わせでタソバク質の供給源

として期待出来ると判断してよく，特に同じ植物性タソ

バク質同志でありながら凍豆腐（原料は大豆），アジプ

ロソ（原料は大豆と思われる）は勿論のこと消化吸収が
5）

やや悪いといわれるクロレラや，酵母も利用の仕方を工

夫するとタソバク質源として役立つことが確認された。

また従来より体験的に米食の欠陥を是正する食事のあ

り方として考えられ我が国の日常の食生活でもよく見ら

れる食事組成のパターソである米と小魚，米と干えび，

米と花かつおなど米と魚介類を組み合わせた食事が栄養

的に良好なものであること，更には荒救食品的なさなぎ

やいなごが古くからタンバク質源として研究されてはい
6）

たが，今回米食との組み合わせにおけるタソバク質源と

して有効なことが実証できた。即ち従来の日本人の食事

でもかなり合理的な組成になっており，量に注意すると

肉と小麦を中心にした欧米の食事と殆んど孫色がなかっ

たものと思われる。そしてタソバク質源の乏しい我が国

ではそれらのタンパク質源を今後ともより効果的に利用

してゆくこと，そして米を生かした食事の組立てを考え

てゆくことが大切と思まっれる。その意味からも今回の実

験で米のより効果的な利用の仕方，並びにこの実験でと

りあげた各種のタソバク質源の栄養的評価や有効利用の

ための1つの手掛りが得られたことは意義あるものと息

まっれる。

食品タソバク質を幾つか組み合わせることによってみ

5
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られる栄養価の向上は，アーミノ酸の相互補足のほかに，

組み合わせて摂取すると動物体内の生理的条件に変化が

おこり米タソバク質そのものの利用率が上がることも考
7）

えられるといわれるし，アミノ酸の遊離速度が適当にバ

ラソスよくいくことによるなどとも考えられている。
8）

必須アミノ酸の分析値をみると今回とりあげたタソパ
3）

ク質源がいづれも米に不足するリジソ・スレオニソを多

く含む様であり，その補足効果もあって組み合わせ効果

をあげたものと患われる。

タソバク質の絶対量や補足畳がかわるとタソ′モク質源
9）

の栄養効果が変化することや，ゼラチンの様に白米に多

く補足するとかえってあまり補足効果があがらなくなる
9）

タソバク質源のあることは以前に報告してある通りであ

り，今回は米食中心の食事にタソバク質源を加えて飼料

中のタソノミク質含有率を20％にしたときという条件での

検討結果である。

タソバク質源を白米のみとして他のタソバク質源をま

ったく加えない飼料（白米食）では，飼料中のタソバク

質含有量が約5．6％と少ないので当然ではあるが体重増

加量や飼料効率が低い。然しタソバク質効率は対照をや

や上廻り，米タソバク質が良好であることは従来からい

われている通りであり，また米を中心にした食事でも他

の食品などとの組合せを工夫すれば栄養価の高いものと

することが出免　その組み合わせるタソバク質源も身近

にあるもので利用出来るものがかなりあることが実証出

来た。

摘　　　要

通常の食品形状においてタソバク質をほぼ50％前後乃

至それ以上含んでおり，タソノミク質の給源としてその活

6

用が期待される幾つかのタソバク質源を白米と組み合わ

せて作成した飼料の栄養価を，タソノミク質源にカゼイソ

を用いた飼料を対照に自ネズミの成長試験匿よって検討

し次の様な結果を得た。

今回の飼料としてとりあげたいずれのタソバク質源と

も白米との組み合わせでかなりの栄養効果をあげる。特

に凍豆腐（原料大豆）・さなぎ・花かつおを組み合わせ

た飼料が良好であり，クロレラ・酵母・アジプロソ・い

なご・干えび（さくらえび）なども対照とほぼ同程度の

栄養効果をあげることがわかった。

千だら・するめについては，今回飼料の調製不備のた

めやや劣る結果を招いたが，飼料の作成を工夫すればも

っと好結果をもたらすことが予想されるので更に追試す

る考えである。終りに白ネズミの飼育に協力いただいた

本学食物専攻第28回生・第29回生の労苦に深く感謝致し

ます。
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